
 

 

 

 
                

 
               

 
 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４（令和６）年度 第１回定例会 報告号 vol．１０８ 
〇第 1 回定例会 閉会：保育園あり方検討委員会条例と関連補正予算も可決 
〇村山ひできが賛成討論：令和 6 年度一般会計予算の採決は昨年と同じ 15：8 で可決 
〇会派みらいのこがねい独自に提出！直営２次検証を行わないことを求める決議 
〇一般会計予算に対する村山ひできの主な質問と市長部局答弁（3 月 8 日～21 日） 

2024 年 4 月 10 日 

市立保育園２園を廃止する条例改正を専決処分で決めたのは違

法で無効との判決確定を受け「市全体の保育の質の向上に向けた

市立保育園の役割とあり方を検討したうえで条例改正が必要だ」と

白井市長が考え提案した市立保育園のあり方検討委員会設置条例

と関連補正予算は 3 月 25 日に賛成多数で可決されました。 

また、一般会計予算に対し、村山ひできは①一般質問もした市民

まつり全面中止の判断、②優先整備 2 路線の検証、に疑義を呈し

つつ賛成討論を行いました。特に、都市計画道路問題については、

会派みらいのこがねいから下記の決議を提出。賛成 5：反対 17 で

否決されましたが、他会派が共同で提出した「優先整備２路線の検

証について、白井市長の提案姿勢の反省と議会への説明を求める

決議」は 15：7 で可決され、ほぼ同様の議会意思が示されました。 

小金井桜 名勝指定 100 周年イベント！
玉川上水を歩きながら見所を解説する 
観桜会で拡声器を持って案内（4 月 6 日） 

十分な説明責任を果たさない白井市長に 
優先整備２路線に対する直営２次検証を行わないことを求める決議 ※一部省略 

 
令和６年度一般会計予算に都市計画道路に関する検証委託料が計上された。（略） 
東京都施行の優先整備２路線に対する直営２次検証は不要であり反対する。 
直営２次検証の目的は、「中止要望書を提出するための前段階として優先整備２路線は小金井市固有の課題があ

ると東京都に整理して説明する根拠をつくるため」という答弁が予算特別委員会の審査で繰り返された。しかし、その
答弁すらも二転三転し、今なお玉虫色の解釈が可能な曖昧模糊とした説明に終始しており、多くの議員から白井市長
の真意を質す質疑が繰り返される事態となった。 

そもそも「直営」と表現された市長の補助職員が行う課題整理などは、お手盛りであり客観性も担保されない。「優
先整備２路線は不要」との結論ありきの作業だとしたら恣意的であり、そもそも「検証」と呼べるのか疑問である。 

しかも、直営２次検証の固有の課題の抽出、意向調査の概要、「総合的に判断」する主体、といった重要な点も不明
確であり、（略）市長の提案姿勢は極めて不誠実であると言わざるを得ない。（略） 

さらに、直営２次検証の具体的な方法等は後日あらためて建設環境委員会等で報告するとの答弁もあったが、議
会が了とするまで意見が百出し長い時間がかかると予想される。そして、仮に「直営２次検証」を進めたとしても、「総
合的に判断」された「検証結果」が「優先整備２路線は不要」であれば、後日、優先整備２路線は必要と主張する議員
や市民からは、ゆがんだ「検証」であったとの批判は免れず、まして東京都が優先整備路線から外す根拠になり得ると
も考えられない。また、「検証結果」が「優先整備２路線は必要」であれば、後日、優先整備２路線は不要と主張する議
員や市民からの同様の指摘が相次ぎ収拾がつかなくなる恐れがあることに加えて、職員に無用な努力と苦労を強い
ることになりかねない。 

よって、余計な混乱を引き起こし、事態を悪化させる可能性が高く、議会に対し十分な説明責任を果たさないまま実
施される東京都施行の優先整備２路線に対する直営２次検証は行わないことを求める。（略） 

令和 6 年度 一般会計予算に対する各会派の採決態度 
 

賛成 15＝自民党・信頼（五十嵐・河野・吹春・遠藤）、みらい（岸田・沖浦・鈴木・村山）、公明党（小林・渡辺ふき子）、 
こがおも（水谷）、参政党（斎藤）、生活者ネット（安田）、緑・つながる（坂井）、街の仲間たち（清水） 

反対 7＝子どもの権利（片山・古畑・渡辺大三・高木）、共産党（水上・たゆ・森戸） 



 

 

         

   
  村山ひできプロフィール          ≪主な地域活動≫ 

●1971 年 新潟県南魚沼郡湯沢町生まれ   小金井阿波おどり振興協議会 専務理事 
●1990 年 新潟県立長岡高等学校 卒業   小金井薪能 理事・警備委員長 
●1995 年 明治大学政治経済学部 卒業   小金井市献血推進協議会 事務局長 
～衆議院議員（岩國哲人・城島正光）秘書   小金井市商工会参与会 事務局長 
●2005 年 小金井市議会議員選挙に初当選       子ども達を薬害から守る実行委員会 事務局 
●2013 年 落選              名勝 小金井桜の会 会員 
～㈱ジェイコム東京に入社           明治大学校友会小金井地域支部 幹事 
●2016 年 復帰を決意し㈱ジェイコムを退職 小金井青年会議所シニアクラブ 会員 
●2017 年 再び小金井市議会へ          はけの自然を大切にする会 会員 

民進党の解党とともに無所属に  東京小金井ロータリークラブ 会員 

 ●2021 年 再選し現在 4 期目           小金井明るい社会づくりの会 常任理事 

 

村山ひでき事務所 
〒１８４－０００４ 
小金井市本町 6‐13‐17 
ｻﾝﾗｲｽﾞ武蔵小金井 702 
TEL  042-386-5543 
FAX  042-386-5560 
携帯  090-3428-2715 
 
E メール 
hideki@murayama.tv 
WEB サイト 
http://www.murayama.tv 
Twitter 
@Murayama_Hideki 
Facebook 
https://www.facebook.co
m/hideki.murayama.52 

2 月 28 日の一般質問で白井
市長が決めた市民まつり中
止方針について、庁内で幅
広い意見交換がなく、関係市
民や参加団体の意向も確認
しないまま政策意思を決定し
た過程に問題があると指摘 

１．町会・自治会の加入率アップ！電子回覧板の導入 
Q）町会・自治会の加入率は約 35％。町会・自治会の「回覧板」は見直して電子回覧板へ変

更しないか？また、町会・自治会が独自に設置している街角掲示版への設置費補助を考
えてほしい。街角の掲示板は全ての通行者が見ることができるし、集合住宅の掲示板も
補助対象とし市から情報提供をしよう。 

A）今年 1 月に視察した愛知県豊川市の町内会電子回覧板の方法を研究中。まだ実績
はないが、街角掲示板の設置費には助成金があるので工夫して周知したい。 

 

２．市民まつり中止と今後のあり方（再構築） 
Q）今年中止の方針を早く市民に知らせるべき。再構築は他市と比較して市からの人員等の

協力方法や補助金額を検討してほしい。いつまでにリニューアルしたカタチを示すのか？ 
A）今月中に実行委員会を召集し出展団体にも中止の通知を行いたい。市からの人員
協力は考えてないが補助金額も含めて検討し今年 10 月までに結論を出したい。 

 

３．市民提案型協働事業提案制度の更なる充実 
Q) 昨年度から行政提案型（テーマ設定型）共同事業提案制度が加わった。高評価を得た事

業は単発に終わらせず継続できるようにしてほしい。継続のための事業評価の方法は？ 
A) 市民協働推進委員会とともに事業継続を前提に内容を評価し改善点も含め 2 か年
目に伝える予定。 

 

４．小金井カメすけ 食品ロス削減プロジェクトの活用 
Q) 「小金井カメすけ」とは、なかなか売れずに最後には捨てられてしまう「賞味期限や消費

期限が近くなった食品類」を、値段を下げてタベスケの Web サイトに登録（出品）していた
だき、販売につなげるサービスであるが、協力店数とユーザー数を増やす新たな取組を
考えているか？八王子市タベスケのような登録をアピールするチラシを作成しないか？ 

A）現在の協力店数は 10 店舗でユーザー数は 718 人。昨年は商工会等にもご協力いた
だいた。新たに始まったアプリを活用するなど周知に努めたい。 

 

５．都道優先整備 2 路線の直営 2 次検証について 
Ｑ）東京都施行の優先整備路線２路線に対する直営２次検証は本当に必要なのか？法令

的に検証しなければならないのか？混乱するだけで不要である。 
A）法的根拠はないが、直営２次検証の目的は中止要望書を提出するための前段階と
して優先整備２路線は小金井市固有の課題があると東京都に整理して説明する根拠
をつくるため。直営２次検証の具体的な方法等は建設環境委員会等で報告する。 

 

６．名勝小金井桜 100 周年記念事業 
Ｑ）新人議員のころから長く小金井桜を一般質問等 

で採り上げてきた。名勝指定 100 周年に向けて 
イベント実行委員会を設立し準備することも求め 
てきたので名勝指定 100 周年となる今年 12 月 
9 日に向けて盛り上げてもらいたい。名勝指定 
100 周年記念事業補助金 90 万円の内訳は？ 

A）①名勝小金井桜の会の観桜会、②文化協会 
の市民文化祭芸術文化フェスティバル、③青 
年会議所の SAKURA マラソン大会、の 3事業に 
30 万円ずつ補助することとなる。 

 
歌川広重の錦絵にも描かれた江戸 
時代の植生が戻り、緑に覆われ、 
復活しつつある小金井桜の近況 

（撮影日 2024 年 4 月 7 日）  
八王子市タベスケのチラシ 

 

昨年 3 月 12 日の提案型協働 
事業は武蔵小金井駅のストリ
ートピアノで大盛況だった 

 


